
犀
星

日
記
に
お
け

る
原
稿
料

-
出
版
文
化
の
基
礎
的
研
究

・
そ
の
一
ー谷

口

幸

代

要
旨
　

大
正
七
年
自
費

出
版
の

『愛

の
詩
集
』
、

『
抒
情
小
曲
集
』

が
認
め
ら
れ
、
室
生
犀
星

は
詩
壇

に
登
場

し
た
。

そ
し
て
長

い
放
浪
生
活

か
ら
抜
け
出

て
、
東
京

に
居
を
構
え

る
。
新

進
詩
人
は
そ

の
翌
年
に

「中
央
公
論
」
に
投
稿

し
た

『幼
年

時
代
』
な
ど
三
作
が
認
め
ら
れ
、

一
躍
、
文
壇
に
登
場
し
た
。
以
後
、
詩
、
俳
句
、
短
歌
、
小
説
、
随
筆

、
童
話

と
、
多
岐

に

わ
た
る
足
跡
を
残
す
こ
と
に
な
る
。

そ

の
犀

星

の
十

五
冊

の
日
記
は
現
在
、
新
潮

社
版

の
全
集

別
巻

一
、
二
に
収
め
ら
れ

て

い

る
。
日
記

に
は
原
稿
料

や
印
税

が
そ
の

つ
ど

丹
念

に
書
き

込
ま
れ

て
お
り
、
昭
和
時
代

の

一

部

に
は
原
稿
料

を
受
取

る
ま

で
の
経
過

や
交
渉

の
事
情

ま

で
書

き
留
め

て

い
る
も

の
も
あ

る
。

こ
の
原
稿
料
授
受

の
記
録
を
注
解

し
な
が
ら
、
筆

一
本

の
売
文
生
活

の
実
態

と
文
士
気

質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
小
稿

の
目
的

で
あ

る
。

犀
星
が
文
壇

に
登
場

し
た
大
正
時
代

は
、
新

聞
の
発
行
部
数

が
飛
躍
的
に
増
え

、
雑
誌
界

で
は
各
種

の
女
性
誌

が
次

々
に
創

刊
さ
れ
、
原
稿
料

が
飛
躍
的
に
上
が

っ
た
時
で
あ
る
。
総

合
雑
誌

の

「中
央
公
論
」
と

「改
造
」
と

い
う

ラ
イ

バ
ル
雑
誌

で
の
犀

星

の
評
価

は
原
稿
料

で
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど

で
あ

る
。

昭
和
時
代
は
円
本

ブ
ー
ム
で
始
ま
り
、
戦
時
中

に
戦
費
調
達

の
た
め
源
泉
徴
収
制
度
が
施

行
さ
れ
、
昭
和
二
十
年
代
は
、
敗
戦
直
後
の
物
資
不
足
と
激
し
い
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
原
稿
料

の
急
騰
、
新
円
発
行
の
金
融
緊
急
措
置
令
に
よ
る
不
況
の
た
め
、
支
払
い
の
遅
延
や
未
払
い

の
様
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

昭
和
三
十
年
代
の
週
刊
誌
ブ
ー
ム
の
頃
、
創
刊
間
も
な
い

「週
刊
新
潮
」
の
目
玉
だ
つ
た

谷
崎
潤

一
郎

『鴨
東
綺
譚
』
が
モ
デ
ル
問
題
で
中
絶
し
だ
時
、ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
と
し
て
立
っ

た
の
が
犀
星
だ
っ
た
。
円
地
文
子
は

「原
稿
を
書
く
こ
と
は
文
学
者
の
生
命
な
の
だ
か
ら
、

そ
れ
に
よ
つ
て
得
る
報
酬
も
な
お
ざ
り
に
考
え
て
は
い
け
な
い
と
い
う
お
考
え
だ
つ
た
」
と

回
想
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

"
原
稿
料
、
印
税
、
メ
デ
ィ
ア
、
出
版
文
化

一

日
記

の
検

討

に
入

る
前

に

『室
生
犀
星
全
集
』
別
巻

(昭
四

一
・五
、
四
三
・
一
、
新
潮
社
)
に
は
十
五
冊
の

日
記
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
所
々
に
欠
け
て
い
る
時
期
が
あ
る
が
、
大
正
十
三
年

か
ら
昭
和
六
年
、
同
二
十
三
年
か
ら
三
十

一
年
の
長
期
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
た
も

の
で
あ
る
(-
)。
長
女
朝
子
の
「
思
い
が
け
な
か
つ
た
日
記
」
(「室
生
犀
星
全
集
月
報
」

九
、
昭
四
一
・五
)
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
入

っ
た
包
み
は
毎
年
軽
井
沢
に
出
掛
け

る
前
に
留
守
を
預
か
る
娘
に
託
さ
れ
た
と

い
う
。
犀
星
が
比
較
的
厳
し
い
表
情
で

言

い
聞
か
せ
た
緊
急
時
の
注
意
は
、
ま
ず
病
床
の
妻
を
門
外
に
運
び
、
そ
れ
か
ら

「
こ
の
風
呂
敷
包
だ
け
を
決
し
て
忘
れ
な

い
よ
う
に
、
あ
と
の
も

の
は
皆
焼
け
て

し
ま

つ
て
も
よ
い
」
と
の
こ
と
だ

つ
た
。
几
帳
面
に
結
び
目
の
他
に
は

一
本
の
無



駄
な
鐡
も
な
い
包

の
中
身
は
原
稿
だ
と
説
明
さ
れ
た
。
日
記
だ

っ
た
と
判
明
す
る

の
は
犀
星
の
死
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
読
ん
だ
朝
子
は
父
が

「仕
事
を
す

る
と
同
じ
気
持
で
、
自
分
の
日
記
に
相
向

つ
て
い
た
こ
と
」
を
初
め
て
知
る
。

こ
れ
ら
の
日
記
に
深
い
理
解
を
示
し
た
の
が
中
野
重
治
だ

っ
た
。
新
潮
社
版
十
四

.

巻
本

『室
生
犀
星
全
集
』
全
巻
の
解
説
を
担
当
し
た
彼
は
、
別
巻

一
で
は

「
日
記

の
犀
星
」
と
題
し
て
犀
星
日
記
の
特
質
と
意
味
を
解
き
明
か
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
個

人
の
記
録
と
し
て
、
ま
た
時
代

の
個
人

へ
の
反
映
と
し
て
、
ま
た
こ
の
人
の
全
文

学
の
注
解
と
し
て
特
別
の
意
味
」
を
も
ち
、
「独
得
の
観
察
、
独
得
の
表
現
を
通

し
て
、
ち
よ
つ
と
類
例
の
な
い
あ
る
個
人

の
文
学
的
描
出
」
で
も
あ
る
と
評
価
す

る
。
重
治
は
、
関
東
大
震
災
後
の
金
沢
で
の
暮
ら
し
が
犀
星
の
自
然
観
察
に
深
さ

と
強
さ
を
与
え
た
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
戦
中
か
ら
敗
戦
後
に
続

い
た
軽
井
沢
生

活
で
観
察
さ
れ
た
当
地
の
人
々
の
姿

の

「
リ
ア
ル
」
さ
や
、
「戦
犯
」
に
関
す
る

記
述
に
も
注
目
す
る
。
そ
れ
ら
の
記
録
に
は
感
覚
と
表
現
の
双
方
の
面
で

「犀
星

的
」
な
る
も
の
が
表
れ
て
い
る
と
し
、
だ

か
ら
犀
星
の
日
記
は

「犀
星
文
学
の
芸

術
」
と
し
て
あ
る
べ
き
も
の
だ
と
結
論
し
た
。

こ
の
よ
う
な
日
記
を
改
め
て
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
小
稿
で
は
犀
星

の

「物
質

的
基
礎
」
(2
)
を
め
ぐ
る
記
録
を
取
上
げ

る
。
日
記
に
は
依
頼
か
ら
執
筆
、
原
稿

の
手
交
や
郵
送
、
原
稿
料
や
印
税

の
授
受

に
い
た
る
ま
で
丹
念
に
書
き
込
ま
れ
て

い
る
。
重
治
は
こ
う
し
た
面
に
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
記
録
に
も
極

め
て

「犀
星
的
」
な
も

の
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
犀
星
は
日
記
と
は

「金
銭

出
納
簿
で
も
来
往
者
の
帳
面
」

で
も
な
く
、
「生
き
た
心
の
覚
え
が
き
が
、
な
ま

な
ま
し
く
記
述
さ
れ
る
は
ず

の
も
の
」
(
『書
か
れ
ざ
る
日
記
』
「朝
日
新
聞
」
等
、
昭

二
八
・
一
・二
〇
)
だ
と
述
べ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
原
稿
料
、
印
税

の
記
録
も
犀

星
の

「生
き
た
心
の
覚
え
が
き
」
と
し
て
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
要
素
で
あ
る
は

ず
だ
。
犀
星
は
報
酬
を
記
録
す
る
と
い
う
日
々
の
行
為
を
通
し
て
、
「売
文
の
徒
」

(3
)
と
し
て
の
自
己
を
客
観
的
に
み
つ
め
な
が
ら
創
作
を
続
け
た
の
だ
。

残
さ
れ
た
犀
星
日
記
は
、
書
か
れ
た
時
期
の
問
題
で
、
残
念
な
が
ら
、
『幼
年

時
代
』

(「中
央
公
論
」
大
八
・八
)
で
の
登
場
前
後
、
『あ
に
い
も
う
と
』
(「文
芸
春

秋
」
昭
九
・七
)
で
の
復
活
、
『杏

っ
子
』

(「東
京
新
聞
」
夕
刊
、
昭
三

一
・
一
一
・
一
九

～
三
二
・八
二

八
)
で
の
最
晩
年

の
輝
き
、
と

い
う
華
々
し
い
活
躍
を
見
せ
た
各

時
期

の
実
態
を
確
か
め
る
直
接
的
な
資
料
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、

犀
星
日
記
の
検
討
は
、
犀
星
と
原
稿
料

・
印
税
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
不
可
欠
な
基
礎
的
研
究
と
な
る
。
言
う
ま
で
も
な

い
こ
と
だ
が
、
島
崎

藤
村
や
佐
藤
春
夫
と
い
っ
た
詩
か
ら
小
説

へ
転
じ
た
文
学
者
た
ち
と
は
異
な
り
、

犀
星
は
小
説
を
書
き
始
め
た
後
も
詩
を
書
い
た
。
ま
た
生
涯
に
約
千
八
百

の
句
を

残
し
た
俳
人
魚
眠
洞
で
も
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
犀
星

の
原
稿
料

・
印
税
を
考

察
す
る
こ
と
は
、
詩
、
小
説
、
俳
句
、
随
筆
な
ど
複
数

の
分
野
を
横
断
す
る
稀
有

な
事
例
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

日
記
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
事
柄
も
多
く
、
個

々
の
記
録
が
何
を
さ
す
も
の
か

不
明
な
場
合
も
少
な
く
な

い
が
、
室
生
朝
子
他
編

『室
生
犀
星
文
学
年
譜
』

(昭

五
七
・
一
〇
、
明
治
書
院
)
と
の
照
合
や
初
出
誌

の
調
査
等
か
ら
、
可
能
な
限
り
裏

づ
け
と
推
定

の
作
業
に
つ
と
め
た
。
そ
の
上
で
犀
星
日
記
を
大
正
末
期
か
ら
昭
和

初
期
、
昭
和
二
十
年
代
、
三
十
年
代
と
三
つ
の
時
期
に
分
け
、
出
版
界
で
の
評
価

の
目
安
と
な
る
原
稿
用
紙

一
枚
あ
た
り

の
額
に
注
目
し
な
が
ら
原
稿
料
授
受
の
記



録
を
注
解
す
る
。
そ
こ
か
ら
犀
星
の
売
文
生
活
の
実
態
と
文
士
気
質

の

一
端
と
を

明
ら
か
に
し
た
い
。

予
め
現
存
す
る
日
記
以
前

の
犀
星

の

「
物
質
的
基
礎
」
を
自
伝
的
小
説
等
か

ら
整
理
し
た
い
。
そ
れ
は
犀
星
が
売
文
家

に
な

っ
た
過
程
を
追
う

こ
と
で
も
あ

る
。
ま
ず
明
治
三
十
五
年
に
高
等
小
学
校
を
退
学
し
金
沢
地
方
裁
判
所

の
給
士
と

な
る
。
こ
の
時
の
初
任
給
が
二
円
五
十
銭
だ

っ
た
。
金
石
の
登
記
所
に
移
り
月
給

六
円
と
な
り
、

つ
い
で
八
円
と
な
り
、
「
み
く
に
新
聞
」
、
「
石
川
新
聞
」
で
は
月

給
が
各
十
二
円
だ

っ
た
。
上
京
後
は
東
京
地
方
裁
判
所
の
写
字
を

一
日
に
最
高
で

三
十
八
枚
こ
な
し
た
。

一
枚
あ
た
り
の
報
酬
は

『弄
獅
子
』
に

一
銭
五
里
、
『泥

雀

の
歌
』
(「新
女
苑
」
昭

一
六
・五
～

一
七
・
二
)
に
五
銭
と
あ
る
。

こ
の
間
、
医
学

雑
誌

の
詩

の
代
作
料
を

一
月
で
五
円
受
取
る
。

大
正
四
年
に
は
詩
の
原
稿
料
と
し
て
、
「文
章
世
界
」
か
ら
二
円
五
十
銭
、
高

岡
で
発
行
さ
れ
て
い
た

「月
見
草
」
か
ら
十
円

(4
)
を
得
る
。
前
者
に
っ
い
て
は
、

正
宗
白
鳥
の

「早
稲
田
文
学
」
の
原
稿
料

が
約
七
十
銭
、
島
崎
藤
村

の

「中
央
公

論
」

の
原
稿
料
が

一
円
だ
と
聞
い
た
と
当

時
の
状
況
に
言
及
し
な
が
ら
、
「原
稿

紙
が
三
枚
く
ち

い
で
あ
つ
た
か
ら

一
枚
壱
円
近
く
の
割
合
で
、
そ
の
当
時
と
し
て

相
当
な
原
稿
料
で
あ
る
ら
し
か
つ
た
」
(『泥
雀
の
歌
』)と
回
想
し
て
い
る
。
し
か
し
、

新
保
千
代
子

『室
生
犀
星
』

(昭
三
七
・
一
二
、
角
川
書
店
)
に
よ
る
と
、
こ
の
年
に

交
際
相
手
が
翻
意
し
た
背
景
に
は

「
せ
め

て
月
三
十
円
儲
け
て
く
れ
ば
」
と
犀
星

の
経
済
状
況
を
問
題
視
す
る
女
性
側
の
家
族
の
意
向
が
あ

っ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
自
費
出
版
し
た

『愛
の
詩
集
』
(大
七
・
一
、
感
情
詩
社
)
の
売
捌
店
文

武
堂
よ
り
売
上
の

一
部
を
小
切
手
で
貰
う
。
額
は

『弄
獅
子
』
に
百
八
十
円
、
『泥

雀
の
歌
』
に
は
二
百
円
と
あ
る
。
『新
し
き
詩
と
そ
の
作
り
方
』
(大
七
・四
、文
武
堂
)

の
原
稿
料
は
、
『弄
獅
子
』
で
八
十
円
、
『泥
雀
の
歌
』
で
約
六
十
円
だ

っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
大
正
八
年
は
、
『野
情
詩
時
代
』
を

「文
章
世
界
」

の
加
能
作
次
郎

に
送
り
、
五
月
号
に
掲
載
さ
れ
て

一
枚
五
十
銭
の
原
稿
料
を
得
た
。

同
年
の
六
月
十
日
頃
、
『幼
年
時
代
』

の
原
稿
と
履
歴
書
代
わ
り
の

『愛
の
詩

集
』
を
添
え
て

「中
央
公
論
」
の
滝
田
樗
蔭
に
小
包
で
送
る
。
当
時
、
樗
蔭
が
作

家
の
も
と
を
訪
れ
る
際
に
使

っ
た
人
力
車
は
、
文
壇
で
の
地
位
を
約
束
す
る
も
の

と
し
て
無
名
作
家
の
憧
れ
の
的
だ

っ
た
。
し
か
し
、
『幼
年
時
代
』

の
掲
載
は
そ

の
人
力
車
で
の
依
頼
で
も
、
大
家
か
ら
の
推
挙
に
よ
る
も
の
で
も
な
か
っ
た

(5
)。

持
込
原
稿
に
宇
野
千
代
の
例
が
あ
る
が

(6
)ヽ

『幼
年
時
代
』
は
投
稿
だ

っ
た
。
文

壇
登
場
以
前
の
犀
星
は

「文
章
世
界
」
や

「新
声
」
に
投
書
し
て
発
表
舞
台
を
切

り
拓
い
た
が
、
「中
央
公
論
」
に
も
俳
句
を
投
稿
し
て
採
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、

こ
の
場
合
も
同
じ
投
稿
と

い
う
形
を
と

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

『私
の
履
歴
書
』
(「日

本
経
済
新
聞
」
昭
三
六
・
一
一・
一
三
～

一
二
・七
)
で
は

「滝
田
樗
蔭
と

い
う
編
輯
者

に
直
接
送
り
付
け
て

一
遍
に
勝
負
を

つ
け
た
か
つ
だ
」
と
表
現
し
て
い
る
。

送
ら
れ
た
原
稿
は
、
同
誌
編
集
者

の
木
佐
木
勝
の

『木
佐
木
日
記
』
第

一
巻

(昭

五
一
.四
、
現
代
史
出
版
会
)
に
よ
れ
ば
、
樗
蔭

の
机
に
仕
舞
わ
れ
た
ま
ま
に
な

っ

て
い
た
が
、
犀
星
の
催
促
を
受
け
て
樗
蔭
が
読
み
、
才
能
を
見
出
す
こ
と
に
な

っ

た
と

い
う
。
こ
の
督
促
の
件
は

『泥
雀
の
歌
』
や

『私
の
履
歴
書
』
に
は
取
上
げ

ら
れ
ず
、
七
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
を
見
て
諦
め
た
矢
先
の
七
月
十
日
に

突
然
、
「
小
僧
さ
ん
」
が
校
正
刷
を
持
参
し
て
、
採
用
を
知
る
と
劇
的
な
展
開
と

な

っ
て
い
る
。
月
末
に
そ
の

「小
僧
さ
ん
」
が
五
円
紙
幣
で
届
け
た
の
が
、
原
稿



用
紙

一
枚
に
つ
き

一
円
、
計
九
十
四
円
の
原
稿
料
だ

っ
た
。
犀
星
は

『私

の
履
歴

書
』
で

「大
正
八
年
代
の

一
枚

一
円
は
最
高

の
原
稿
料
で
、
島
崎
藤
村
な
み
の
稿

料
で
あ
り
、
そ
れ
も

「中
央
公
論
」
だ
け
が
各
作
家
に
支
払

つ
て
い
た
原
稿
料

で

あ

つ
た
」
と
回
想
す
る
。

翌
月
に
は
樗
蔭
本
人
の
訪
問
を
受
け
て
続
稿
を
依
頼
さ
れ
、
『性
に
眼
覚
め
る

頃
』
以
降
の
発
表
が
果
た
さ
れ
た
。
読
者
に
与
え
る
衝
撃
の
大
き
さ
を
ね
ら

っ
て

当
初
の
題
名
「発
生
」
を

「性
に
眼
覚
め
る
頃
」
と
改
題
し
た
の
も
樗
蔭
だ

っ
た
(7
)。

犀
星
は

「中
央
公
論
」
の
原
稿
料
の
推
移
を

『泥
雀
の
歌
』
で
次
の
よ
う
に
描
く
。

(前
略
)
私
が

『中
央
公
論
』
に
書

い
た

「幼
年
時
代
」
の
原
稿
料
が
最
初

に

一
枚
壱
円
で
あ
り
、
い
ま
か
ら
二
十

二
年
前
の
大
正
八
年
八
月
で
あ

つ
た
。

十
月
号
に

「性
に
眼
覚
め
る
頃
」
を
書

い
た
と
き
に
壱
円
五
拾
銭
に
な
り
、

十

一
月
号
に

「或
る
少
女
の
死
ま
で
」
を
書
い
て
弐
円
に
な
り
、
そ
の
翌
年

の
大
正
九
年
の
二
月
号
に

「結
婚
者
の
手
記
」
を
書
い
て
弐
円
五
拾
銭
に
な

り
、
四
月
号
に

「美
し
い
氷
河
」
を
書

い
て
参
円
に
な

つ
た
。

同
じ
頃
に

「文
章
世
界
」
か
ら
依
頼
さ
れ

て

『
一
冊
の
バ
イ
ブ
ル
』

(大
八
・九
)

を
発
表
す
る
が
、
一
枚
七
十
銭
で
、
『拝
情
詩
時
代
』
か
ら
の
上
げ
幅
が
二
十
銭
だ

っ

た
こ
と
と
比
較
す
れ
ば
、
「中
央
公
論
」

の
評
価
は
桁
違

い
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
ま
た
樗
蔭
と
の
関
係
を
綴

っ
た

『
滝
田
樗
蔭
』

(『刈
藻
』
昭
三
三
・二
、
清

和
書
院
)
に
は
、
『浅
尾
』
(大
正

一
〇
・六
)
等
三
篇
よ
り

一
枚
三
円
五
十
銭
に
あ

げ
て
計
百
五
十
七
円
五
十
銭
を
支
払
う
旨
を
伝
え
る
樗
蔭

の
書
簡
が
引
か
れ
て
い

る
。
支
払

い
も
、
原
稿
を
渡
し
た
翌
日
に
他

の
記
者
が
人
力
車
で
届
け
る
な
ど
速

や
か
に
行
わ
れ
た
と

い
う

(8
)。
こ
う
し
た

同

一
の
雑
誌
の
立
続
け
の
起
用
、
し

か
も
初
め
は
作
品
ご
と
に
原
稿
料
の
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
速
や
か
に
届
け
ら
れ

る
、
こ
の
異
例
の
処
遇
の
背
後
に
は
、
新
た
な
才
能
を
開
花
さ
せ
よ
う
と
す
る
樗

蔭
の
意
図
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
当
時

の
活
躍
ぶ
り
は
、

い
っ
ぽ
う
で
樗
蔭
か
ら
濫
作
だ
と
注
意

を
受
け
る
ほ
ど
だ

っ
た
。
『泥
雀
の
歌
』

で
は

『幼
年
時
代
』
か
ら
半
年
し
か

経

っ
て
い
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
正
九
年
三
月
号
だ
け
で
も

『地
下
室
と
老

人
』
(「新
潮
」)
三
十
枚
や

『泥
濘

の
街
裏
に
て
』

(「文
章
世
界
」)
四
十
五
枚
な
ど

二
百
八
十
五
枚
を
書
い
た
と
自
嘲
す
る
。
現
存
す
る
日
記
は
、
こ
う
し
た
状
況
を

経
た
大
正
十
三
年
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
こ
と
を
ま
ず
確
か
め
て
お
き
た
い
。

二

大

正

十

三

年

か

ら

昭

和

六

年

ま

で

「
婦
人
之
友
」

の
三
上
秀
吉

「
立
琴
を
か
き
な
ら
す
女
人
群
」
(「室
生
犀
星

全
集
月
報
」
五
、
昭
四
〇
・四
)
は
、
犀
星
が
三
十
五
、
六
歳
当
時
、

つ
ま
り
大
正

十
三
、
四
年
頃
に
は
既
に
原
稿
料
の
支
払

い
の
期
日
に
厳
し
か
っ
た
の
で
、
で
き

る
だ
け
早
く
届
け
る
よ
う
に
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
た
し
か
に
こ
の
証
言
を
裏
付

け
る
よ
う
に
、
大
正
十
三
年
の
日
記
に
は
、
『高
麗
の
花
』
(大

一
三
・九
、
新
潮
社
)

の
こ
と
か
、
印
税
が
検
印
後
二
週
間
を
過
ぎ
て
も
届
か
な
い
の
で
請
求
し
た
り

(十

月
十
五
日
)、
後
日
勘
違

い
だ
と
わ
か

っ
た
も
の
の
、
報
知
社
か
ら
届
い
た
原
稿
料

が
少
な
い
の
で
原
稿
の
返
却
を
申
し
出
た
り
し
た
り
し
た
こ
と

(九
月
二
+
六
日
)

が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
と
は
逆
に
雑
誌

「女
性
」
か
ら
届
い
た
原
稿
料
が

多
す
ぎ
た
の
で
、
そ
の
旨
連
絡
し
た
と
も
あ
る

(七
月
二
+
七
日
)。



し
か
し
、
『室
生
犀
星
文
学
年
譜
』
に
整
理
さ
れ
た
発
表
作
品
数
と
照
ら
し
合

わ
せ
る
と
、
大
正
十
三
年

の
日
記
の
記
録

は
限
ら
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な

い
と
わ
か

る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
問
題

へ
の
意
識
は
す
で
に
犀
星
の
中
に
備
わ

っ
て
い
た

が
、
そ
れ
を
日
記
に
記
す
こ
と
は
徹
底
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
と
い
え
る
。

そ

の
中

で
も
、
小
説
家
犀
星

の
出
発
点
と
な

っ
た

「中
央
公
論
」
か
ら
の

原
稿
料

に

つ
い
て
は
、
三
回
記
録
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
中
央
公
論

よ
り
三
百
九
十
六
円
稿

料
送
り
来
る
。」

(①
、
三
月
二
十

一
日
)、
「
中
央
公
論

よ
り
四
百
九
十

二
円
」
(②
、
四
月
十
四
日
)、
「
中
央
公
論
よ
り
原
稿
料
来
る
。

七
三
二
、
」
(③
、
八
月
二
十
九
日
)
と
あ
る
。
①
は
随
筆

『川
魚

の
記
』
(七
月
号
)

の
原
稿
料
と
推
定
さ
れ
、
こ
の
随
筆
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
で
約
六
十
六
枚
で
あ

る
か
ら
、
一
枚
あ
た
り
に
換
算
す
る
と
六
円
と
な
る
。
同
様
に
②
は

『忘
春
述
懐
』

(六
月
号
)
、
③
は

『人
世
』

(十

一
月
号
)
を
さ
し
、
こ
れ
ら
二
篇

の
小
説
の
ど
ち

ら
も

一
枚
あ
た
り
六
円
と
な
る
。

「中
央
公
論
」
が
大
正
八
年
か
ら
十
年

に
か
け
て
犀
星
に
支
払

っ
た
原
稿
料
の

推
移
に
つ
い
て
前
節

で
ふ
れ
た
が
、
そ
の
後
さ
ら
に
上
が
り
、
大
正
十
三
年
に
は

小
説
、
随
筆

の
別
な
く
六
円
が
支
払
わ
れ
て
い
た
の
だ
。
こ
れ
は
、
前
掲
の

『木

佐
木
日
記
』
に
大
正
十
三
、
四
年
頃

の
同
誌
の
原
稿
料
は
六
円
か
ら
八
円
だ

っ
た

と
あ
る
の
に
合
致
す
る
。

木
佐
木
は

「改
造
」
と

の
対
抗
意
識
か
ら
両
雑
誌
間
で
原
稿
料
の
引
き
あ
げ
競

争
が
起
こ

っ
た
と
も
述
べ
て
い
る
。
「改

造
」
か
ら
の
原
稿
料
に
つ
い
て
、
大
正

十
三
年

の
犀
星
日
記
に
は
、
「改
造
社
よ
り
百
参
円
五
十
銭
来
る
」
(二
月
二
十
七

日
)、
「改
造
よ
り
百
参
拾
五
円
」
(九
月
二
+
二
日
)
と
あ
る
。
前
者
は

『北
国
花
暦
』

(三
月
号
)、
後
者
は

『碓
氷
山
上
之
月
』
(十
月
号
)
の
原
稿
料
と
推
測
さ
れ
、

一

枚
あ
た
り
は
ど
ち
ら
の
随
筆
も
約
四
円
五
十
銭
と
な
る
。
「改
造
」
は
大
正
九
年

四
月
号
の

『蒼
ざ
め
た
る
人
と
車
』
で
初
め
て
犀
星
の
小
説
を
掲
載
し
、
同
十

一

年
は
新
年
号
に

『冬
夜
に
』
を
載
せ
る
と

い
う
よ
う
に
、
「中
央
公
論
」
を
追

い

か
け
る
よ
う
に
犀
星
を
迎
え
た
が
、
少
な
く
と
も
随
筆
の
場
合
、
原
稿
料
の
額
は

抑
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

さ
ら
に
木
佐
木
は
、
婦
人
雑
誌
の
原
稿
料
は
別
格
で
総
合
雑
誌
の
三
、
四
倍
の

額
だ

っ
た
と
述
べ
て
お
り
、
佐
藤
春
夫
ら
も
同
様
の
発
言
を
行

っ
て
い
る

(9
)
が
、

犀
星
の
場
合
は
事
情
が
異
な

っ
て
い
た
よ
う
だ
。
日
記
を
も
と
に
確
か
め
ら
れ
る

範
囲
で
は
、

一
枚
四
円
か
ら
九
円
弱
の
間
で
執
筆
し
て
い
る
。
最
も
高
額
が

「主

婦
之
友
」
で
、
大
正
十
三
年
四
月
十
四
田
に
同
誌
か
ら
三
百
五
十
円
を
受
取

っ
た

と
あ
る
。
こ
れ
は

『女
客
』

(七
月
号
)
四
十
枚

の
原
稿
料
と
考
え
ら
れ
、

一
枚
あ

た
り
約
八
円
七
十
五
銭
と
な
る
。
こ
の
他
、
「婦
人
画
報
」
は
約
四
円
六
十
銭
、「
婦

人
之
友
」
「女
性
改
造
」
は
四
円
と
推
定
で
き
る

(01)。
同
じ
女
性
誌
で
も

一
枚
あ

た
り
の
原
稿
料
に
は
倍

の
開
き
が
あ
る
が
、
こ
の
時

の
犀
星
は
女
性
誌
か
ら
別
格

と
い
え
る
よ
う
な
原
稿
料
を
得
て
は

い
な
か

っ
た
よ
う
だ
。

そ
の
後

の
日
記
で
は
、
大
正
十
三
年
十
月
以
降
、
原
稿
料
の
額
に
関
す
る
具
体

的
な
記
録
が

一
旦
途
絶
え
る
。
昭
和
四
年
に
入
り
再
び
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

翌
五
年
は
日
記
自
体
が
残
さ
れ
て
い
な

い
が
、
六
年
の
日
記
で
も
継
続
さ
れ
る
。

全
て
の
収
入
を
網
羅
し
て
は
い
な
い
が
、
詩
、
俳
句
、
小
説
、
随
筆
の
原
稿
料
か

ら
選
料
、
印
税
ま
で
各
種
の
収
入
が
記
さ
れ
、
几
帳
面
な
記
録
は
こ
の
頃
か
ら
始

ま

っ
た
と
い
え
る
。



昭
和
六
年

の
日
記
で
は
よ
り
詳
細
な
記
録
と
な
り
、
「
「
改
造
」
小
説
稿
料

二
百
六
十
三
円
来
る
。
四
十
四
枚
分
。」
(
二
月
二
十
二
日
)、
「週
刊
朝
日

「処
女
」

稿
料
百
九
十
八
円
落
手
。

三
十
三
枚
分
。
」
(四
月
二
十
人
日
)
と

い
う
よ
う
に
、

金
額
だ
け
で
な
く
作
品
の
枚
数
も
明
記
さ
れ
る
例
が
現
れ
る
。
こ
う
し
た
変
化
は
、

自
分
の
筆
が
生
み
出
す
報
酬
を
記
録
と
い
う

行
為
を
通
し
て
再
確
認
し
、
売
文
家

と
し
て
の
自
己
を
み
つ
め
よ
う
と
す
る
意
識
が
、
犀
星
の
中
で
大
き
く
な

っ
た
こ

と
を
示
す
の
で
は
な
い
か
。

ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ

て
み
よ
う
。
ま
ず
詩
で
は
昭
和
四
年

に

「
ア
ル
ト
」
か
ら
十
円
、
「若
草
」
か
ら

二
十
九
円
を
得
た
と
あ
る

(n)。
昭
和

六
年
に

「婦
人
倶
楽
部
の
詩

の
稿
料
二
十

円
と
ど
く
。
母
と
題
す
る

一
篇
。」
(三

月
二
十
五
日
)
と
あ
る
の
は
、
「母
び
と
」
(五
月
号
)
の
こ
と
だ
ろ
う
。
当
時
の
犀

星
詩
の
原
稿
料
は

一
篇
五
円
か
ら
二
十
円
ま

で
幅
が
あ
る
よ
う
だ
。
の
ち
に
犀
星

は

「
「詩
」

の
原
稿
料
」
(「小
説
新
潮
」
昭
三
六
・六
)
で
、
詩

一
篇

の
原
稿
料
に
つ

い
て
、
三
十
歳
頃
に
約
五
円
、
三
十
五
歳
頃
に
二
十
円
を
と

っ
た
、
そ
し
て
戦
前

の
最
も

「高
率
」
は

「婦
人
公
論
」
の
四
十
円
だ

っ
た
と
回
想
し
て
い
る
。
ま
た

こ
れ
に
関
連
し
て
、
新
潮
社
の
楢
崎
勤
は

『作
家

の
舞
台
裏
-

一
編
集
者
の
み
た

昭
和
文
壇
史
1
』

(昭
四
五
・
一
一
、
読
売
新
聞
社
)
で
、
萩
原
朔
太
郎

『青
猫
を
書

い
た
頃
』、
(昭

二

・六
)
当
時
の

「新
潮
」

で
は
、
犀
星
で
約
十
二
円
、
新
人
立

原
道
造
で
約
六
円
だ

っ
た
と
証
言
し
、
三
好

達
治
が
詩
を
買

っ
て
ほ
し
い
と

い
う

ヘ

ヘ

へ

の
で
、
「
せ
い
ぜ
い

一
編
十
円
」
と
説
明
す

る
と

「そ
ん
な
に
や
す

い
の
な
ら
い

や
だ
」

(傍
点
原
文
)
と
言

っ
た
と

い
う
挿
話
を
引
く
。

俳
句
で
は

「婦
人
之
友
」
よ
り

「花
桐
や
幟
は
た
め
く
日
も
す
が
ら
」
の
原
稿

料
五
円
を
得

(21)、
「発
句
を
も

つ
て
稿
料
を
得
し
こ
と
度
々
な
れ
ど
、
何
か
気
の

毒

の
感
を
持

つ
」
と
書
き
添
え

て
い
る

(昭
和
四
年
四
月
二
十

一
日
〉。
こ
の
額
は

後
述
の
よ
う
に
当
時
の
犀
星
に
は
散
文
一
枚
の
原
稿
料
に
当
た
る
が
、
額
の
多
寡

で
は
な
く
、
俳
句
で
原
稿
料
を
得
る
こ
と
自
体
を

「気
の
毒
」
と
感
じ
て
い
る
。

い
っ
ぽ
う
小
説
で
は
、
「
文
芸
春
秋
」
か
ら
昭
和

四
年

二
月
七
日
に
内
金

五
十
円
を
受
取

っ
た
後
、
同
月
二
十
七
日
に
百
八
十
円
を
得
た
と
あ
り
、
都
合

二
百
三
十
円
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

『餓
鬼
』
(同
年
三
月
号
)
の
原
稿
料

と
推
測
さ
れ
、
約
三
十
六
枚

の
分
量
か
ら
換
算
し
て

一
枚
あ
た
り
の
額
は
、
俳
句

一
句
で
得
た
の
と
同
じ
五
円
と
な
る
。
昭
和
六
年
に
は

「新
潮
」
か
ら

『
コ
ナ

・

ダ
イ
ヤ
』

(五
月
号
)
で
二
百
十
円
が
支
払
わ
れ
た

(二
月
十
六
日
)
と
あ
る
他
、

前
掲
し
た
よ
う
に

「改
造
」
か
ら

『自
殺
』
(三
月
号
)
と
推
定
で
き
る
四
十
四
枚

分
二
百
六
十
三
円
、
「
週
刊
朝
日
」
か
ら

『処
女
』
(七
月

一
日
号
)
三
十
三
枚
分

百
九
十
八
円
が
届

い
た
。
以
上
か
ら

一
枚
あ
た
り
の
単
価
は
、
「新
潮
」
「改
造
」
「週

刊
朝
日
」
と
も
六
円
と
な
る
。
同
様
に
随
筆
の

一
枚
の
原
稿
料
は
、
「文
章
倶
楽
部
」

「若
草
」
「新
潮
」
が
各
四
円
、
「改
造
」
が
四
円
五
十
銭
、
「中
央
公
論
」
が
六
円

と
推
定
で
き
る

(お)。

以
上
か
ら
、
「
中
央
公
論
」
が
大
正
末
期
か
ら
随
筆
、
小
説

の
別
な
く

一
律
に

六
円
を
犀
星
に
支
払

っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
「若
草
」
や

「新
潮
」

で
は
小
説
と
随
筆
で
差
を
も
う
け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
前
掲
の

『作
家
の
舞
台

裏
』
に
も
、
「新
潮
」
の
原
稿
料
の
最
高
額
は
、
谷
崎
潤

一
郎
の

『続
羅
洞
先
生
』

(昭
三
・五
)
の

一
枚
十
円
は
別
格
と
し
て
、
徳
田
秋
声
の
小
説
で

一
枚
七
円
、感
想
、

評
論
は
五
円
だ

っ
た
と
あ
る
。



の
ち
に
犀
星
は

「文
学
者
と
は
」

(前

掲
)
の
中
で
、
佐
藤
春
夫
と
と
も
に
当

時
の
原
稿
料
を
振
り
返

っ
て
い
る
。
佐
藤
は

「震
災
前
は
十
円
後
は
十
五
円
も
ら

つ
た
よ
う
な
記
憶
が
あ
る
。
し
か
し
婦
人
雑
誌
な
ど
は
も

つ
と
高
く
て
、
三
十
円

か
五
十
円
」
だ

っ
た
と
し
、
そ
れ
に
対
し

て
犀
星
は

「十
五
円
と
い
う

の
は
稀

の

こ
と
だ
。
ぼ
く
が
震
災
の
と
き
は
六
円
だ

つ
た
か
な
」
と
発
言
し
て
い
る
。
こ
の

六
円
と
は
、
具
体
的
事
例
か
ら
の
検
討
に
基
づ
け
ば
、
ま
ず
は

「中
央
公
論
」
か

ら
得
て
い
た
額
で
あ
り
、

つ
い
で
そ
れ
に
追

い
つ
く
形

で

「改
造
」
や

「新
潮
」

か
ら
小
説
に
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
額
だ

っ
た

(41)。

三

昭
和

二
十

年

代

昭
和
二
十
年
代
の
日
記
は
二
十
三
年
以
降
中
断
な
く
ま
と
ま

っ
た
形
で
残
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
昭
和
二
十
年
十
二
月
に
六
円
だ

っ
た
米
十
キ
ロ

の
小
売
価
格
が
翌
年
三
月
に
十
九
円
五
十

銭
、
同
じ
年
の
十

一
月
に
三
十
六
円

三
十
五
銭
、
二
十
二
年
十

一
月
に
百
四
十

九
円
六
十
銭
に
急
騰
し
た
よ
う
な

(51)

戦
後

の
異
常
な
悪
性
イ
ン
フ
レ
の
最
中
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
二
十

一

年
に
発
令
さ
れ
た
金
融
緊
急
措
置
令
、
そ
れ
に
基
づ
く
旧
円
か
ら
新
円

へ
の
切
り

替
え
、
預
金
封
鎖
な
ど
目
ま
ぐ
る
し
い
経
済
状
況
を
背
景
に
、
前
節
で
取
上
げ
た

昭
和
初
期
ま
で
の
日
記
よ
り
さ
ら
に
事
細

か
な
記
録
が
行
わ
れ
て
い
る
。
原
稿
料

の
値
上
が
り
、
不
況
に
よ
る
原
稿
料
や
印
税
の
支
払

い
の
遅
延
や
未
払

い
に
関
す

る
記
録
が
臨
場
感
を
も

っ
て
書
き
込
ま
れ
、
ま
た
戦
費
調
達
の
た
め
に
昭
和
十
五

年
か
ら
施
行
さ
れ
た
源
泉
徴
収
制
度
を
意
識
し
、
税
抜
き
で
の
支
払

い
を
求
め
る

な
ど
、

い
わ
ば
著
作
者
の
視
点
か
ら
の
原
稿
料
の
克
明
な
歴
史
と
な

っ
て
い
る
。

ま
ず
小
説

の
原
稿
料

の
記
録
は
、
二
十
三
年
三
月
三
十
日
に

「新
潮
」
か
ら
二

年
ぶ
り

の
依
頼
を
受
け
た
と
記
す
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
「
稿
料
幾
ら
か
と
い
へ
ば

二
百
円
で
は
ど
う
か
と
い
ふ
、
他
の
方
の
振
合
ひ
も
あ
れ
ば
三
百
円
と
言

つ
て
置

く
」
と
あ
り
、
当
時
の
犀
星
が
小
説
は

元
枚
三
百
円
を
基
準
に
執
筆
し
て
い
た

こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
頃
の
小
説

の
原
稿
料
に
つ
い
て
、
大
久
保
房
男

『終
戦

後
文
壇
見
聞
記
』

(平

一
八
・五
、
紅
書
房
)
は
、
丹
羽
文
雄

の

『
哭
壁
』

(「群
像
」

二
二
.
一
〇
～
二
三
・
一
二
)
の
初
回
は

元
枚
百
五
十
円
だ

っ
た
が
、
最
終
回
で
は

八
百
円
に
な

っ
た
と
実
例
を
挙
げ
る
。
犀
星
の
場
合
は
敗
戦
直
後

の
日
記
が
残
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
時
期
の
上
昇
の
幅
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
二
十
三

年
時
の
犀
星
が
基
準
と
し
た
三
百
円
と
い
う
額
は
当
然
こ
の
高
騰
の
影
響
を
受
け

た
も
の
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

犀
星
の
小
説
に
支
払
わ
れ
た
一
枚
あ
た
り
の
原
稿
料
が
そ
の
後
ど
う
推
移
し

た
の
か
を
追
う
と
、
二
十
三
年

の
う
ち
に
六
百
円
に
な
り
、
二
十
四
年
に
千
円
、

二
十
六
年
に
千
五
百
円
と
な

っ
た

(路)。
二
十
七
、
八
年
頃
は
こ
の
千
五
百
円
と
い

う
額
を
基
準
に

「中
公
公
論
」
「新
潮
」
「文
学
界
」
の
各
誌
と
執
筆
交
渉
を
行

っ

て
い
る

(71
)。
さ
ら
に
二
十
九
年
に
は
、
「小
説
新
潮
」
か
ら
二
千
円
、
「文
芸
春
秋
」

か
ら
二
千
三
百
円
、
「婦
人
朝
日
」
か
ら
二
千
五
百
円
が
支
払
わ
れ
て
い
る

(81
)。

犀
星
は
こ
う
し
た
上
昇
を
、

一
枚
あ
た
り
の
額
に
換
算
し
た
り
、
他
誌
と
の
比
較

に
言
及
し
た
り
し
な
が
ら
几
帳
面
に
記
録
し
て
い
る
。
猛
烈
な
イ
ン
フ
レ
の
最
中

に
行
わ
れ
た
、
佐
藤
春
夫
、
正
宗
白
鳥
と
の
鼎
談

「作
家
の
世
界
」
(「群
像
」
昭

和
二
二
.二
)
で
は
、
佐
藤
が
物
価
の
急
騰
で
様

々
な
物
の
値
が
十
倍
に
な

っ
た
が



原
稿
料
は
ま
だ
だ
と
発
言
し
た
の
に
対
し
、
「十
倍
に
な

つ
た
ら
大

へ
ん
だ
。
さ

う
な
る
と
ま
た
恥
か
し
い
し
へ
何
だ
か
闇
屋
み
た
い
な
気
が
し
て
ね
」
と
応
え
て

い
る
。
原
稿
料
と
い
う
も
の
を
客
観
的
に
見
据
え
よ
う
と
す
る
ま
な
ざ
し
は
、
日

記
の
中
で
は
次
の
よ
う
に
作
品
と
の
関
係
を
表
現
さ
せ
る
。

原
稿
料
と

い
ふ
も
の
は
作
家
の
秘
密
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
さ
う

い
ふ
意
味

に
も
な
る
が
、
稿
料
の
た
か
い
や
す

い
に
よ
つ
て
作
家

の
或
る
程
度
き
ま
り

が
付
く
こ
と
は
争

へ
な
い
。
通
俗
物

で
二
三
千
円
取
つ
て
ゐ
る
人
は
、
そ
れ

だ
げ

の
面
白
さ
と
名
前
が
売
れ
る
の
で
、
作
品
自
体
の
値
で
は
な

い
、
さ
う

な
る
と
、
た
か
い
や
す
い
も
的
に
な
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
。
ほ
ど
よ
い
と

こ
ろ
で
恥
か
し
く
な

い
率
の
原
稿
料
を
取

つ
て
居
れ
ば
い
い
の
で
あ
ら
う
。

千
五
百
円
か
ら
二
千
円
く
ら
ゐ
な
ら
、
そ
れ
で
よ
し
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

(二
十
七
年
三
月
二
十
九
日
)

随
筆

の
原
稿
料

の
場
合
も
同
様
の
姿
勢
が
見
出
せ
る
。
昭
和

二
十
四
年
三
月

十
七
日
に

「東
京
日
日
新
聞
」
か
ら
届

い
た
四
千
八
十
円
は
、
当
時
の
犀
星
の
随

筆
に
対
す
る
原
稿
料
で
は
最
高
額
だ

っ
た
が
、
「詩
は

元
枚
千
円
で
あ
る
が
、
雑

文
の
稿
料
八
百
円
は
は
じ
め
て
で
あ
る
」
と
沈
着
な
筆
致
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
同
年
三
月
十
九
日
に
掲
載
さ
れ
た

『
ぼ
や
を
拾
う
人
』
の
こ
と
だ
ろ
う

(『室

生
犀
星
文
学
年
譜
』
未
掲
載
)。
そ
の
後
の
記
録
を
追

っ
て
も
、
「東
京
新
聞
か
ら
稿

料
八
千
円

(税
込
)
と
ど
く
、

一
枚
二
千

円
の
割
、
随
筆

で
は
最
高

の
稿
料
で
あ

る
」
(二
十
七
年
四
月
二
十
九
日
)、
「
朝
日
新

聞
か
ら
稿
料

一
万
二
千
五
百
円

(税

千
八
百
七
+
五
円
)
到
着
、

元
枚
二
千
五
百
円
の
割
で
あ
り
随
筆
稿
料
の
最
高
で
あ

る
」
(二
十
八
年
二
月
二
十
二
日
)
と
、
各
紙

か
ら
の
原
稿
料
が
そ
の
時

々
の
随
筆

の
最
高
額
で
あ
る
こ
と
を
淡
々
と
記
し
て
い
る
。
前
者
は

『作
家
は

元
生
が
青
春

時
代
』
(昭
二
七
・四
二

五
)、
後
者
は

『書
か
れ
ざ
る
日
記
』

(昭
二
八
二

・二
〇
)

の
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
、
「読
売
新
聞
」
を
経
て
新
聞
三
社
連
合
に
移

っ

た
三
宅
正
太
郎
の

「軽
井
沢
訪
問
記
」
(「室
生
犀
星
作
品
集
月
報
」
五
、
昭
三
四
.四
)

を
参
照
す
る
と
、
二
十
九
年
八
月
に
犀
星
を
訪
れ
た
際
に
、
「
新
潮
も
中
央
公
論

も
税
込

元
・五
〇
〇
円
で
、
文
春
が
最
近

元
・八
〇
〇
円
に
上
げ
た
。
新
聞
が

一
番

よ
く
て
随
筆
で
も
二
・○
○
○
円
。
」
と
、
各
誌
の
原
稿
料
の
動
向
と
と
も
に
新
聞

の
原
稿
料
の
高
さ
が
話
題
に
な

っ
た
と
回
想
さ
れ
て
い
る
。

い
っ
ぽ
う
詩
の
場
合
は
、
昭
和
二
十
三
年
四
月
九
日
、
「「文
芸
春
秋
」
よ
り
詩

一
篇

の
稿
料
千
円
送
り
来
る
。
七
行
し
か
な
い
。
つ
ひ
に
詩
も
千
円
に
な
り
し
か
。」

と
記
す
。
同
誌
四
月
号
掲
載
の

「古
庭
」
の
こ
と
だ
ろ
う
。
実
際
は
八
行
だ

っ
た

が
、
十
行
に
満
た
な

い
詩
に
千
円
が
支
払
わ
れ
た
こ
と
に
率
直
な
驚
き
が
示
さ
れ

て
い
る
。
翌
二
十
四
年
四
月
十
五
日
に

「
「文
芸
春
秋
」
詩
稿
料
六
千
円
と
ど
く
。

詩

一
篇
三
千
円
に
相
当
し
て
ゐ
る
が
、
恐
ら
く
こ
れ
が
詩

の
最
高

の
稿
料
で
は
な

か
ら
う
か
、
徳
田
君
の
計
ひ
も
含
ん
で
ゐ
る
が
、
僕

の
詩
稿
料
と
し
て
は
初
め
て

で
あ
る
。
」、
五
月
七
日
に

「「新
女
苑
」
詩
稿
料
五
千
円
と
ど
く
、

元
篇
五
千
円

は
初
め
て
で
あ
る
。
一
行
五
百
円
に
当
る
。
」と
続
き
、後
者
で
は
行
数
換
算
も
行

っ

て
い
る

(9ユ
)。
こ
れ
ら
を
受
け
て
、
こ
の
年
の
十
月
十
五
日
に

「
詩
の
稿
料
は
ま

ち
ま
ち
に
取

つ
て
ゐ
る
が
、
五
千
円
に
決
め
る
こ
と
に
し
た
」
と
、
こ
の
額
を
基

準
に
す
る
こ
と
を
決
断
し
て
い
る
。

昭
和
二
十
六
年
八
月
二
十
九
日
に
は

「「
文
芸
春
秋
」
の
詩
の
稿
料

一
万
円
と

ど
く
。
こ
れ
は
詩

の
最
高

の
稿
料
で
あ
る
。」
と
あ
る
。

つ
い
で
同
年
十
二
月



三
十
日
に
次
の
よ
う
な
述
懐
が
な
さ
れ
る

(2。)。

詩
が

一
万
円
も
稿
料
が
支
払
は
れ
る
こ
と
は
、
何
度
目
か
で
あ
る
が
、
こ
れ

か
ら
詩
の
稿
料
も
し
ぜ
ん
に
此
の
あ
た
り
に
決
ま
る
の
で
あ
ら
う
。
金
に
な

ら
な
い
詩
を
少
年
時
代
か
ら
書
き
た

め
て
喜
ん
で
ゐ
た
も
の
が
、
と
も
か
く

も

一
万
円
に
な

つ
た
こ
と
は
笑
ひ
ご
と
で
は
な
く
、
ふ
し
ぎ
な
面
白

い
酬

い

な
の
で
あ
る
。
雑
誌
に
の
せ
て
く
れ
と

い
つ
て
も
、
掲
せ
ら
れ
な
い
や
う
な

奴
が
短
か
い
詩
を
か
き
、
ま
じ
め
に
は
た
ら

い
て
ゐ
る
人
の

一
ケ
月
分
の
給

料
を

一
篇
で
取
つ
て
し
ま
ふ
こ
と
に
も
、
や
は
り
謙
遜

の
情
が
加

へ
ら
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
十
万
円
取
つ
て
も
高
く
は
な

い
が
、
己
れ
の
往
時
を
か
へ
り

見
て
、
頭
を
澄
ま
し
て

へ
り
下
つ
て
見
て
も
、
そ
ん
な
に
不
調
和
な
も
の
で

は
な
い
、

(後
略
)

前
述
し
た
よ
う
な
物
価
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
原
稿
料
が
上
が

っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

詩
作
で
生
計
が
成
り
立
つ
よ
う
に
な

っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
そ
れ
で
も
詩
に
対
す

る
報
酬
の
低
さ
を
感
じ
続
け
て
き
た
犀
星
に
と

っ
て
、
繰
返
し
感
嘆
せ
ず
に
い
ら

れ
な
い
劇
的
な
変
化
だ

っ
た
の
で
は
な

い
か
。

こ
う
し
た
状
況
を
経
て
、
昭
和
二
十
九
年

十
月
二
十
七
日
、
「地
球
の
良
日
」
(「新

潮
」
+
二
月
号
)
の
原
稿
料
に

つ
い
て
、
「
「新
潮
」
が
詩

の
稿
料
に

一
万
円
払

つ

た
の
は
は
じ
め
て
で
あ
る
が
、
文
芸
雑
誌

に
も
詩
に
高
い
稿
料
を
払
ふ
や
う
に
な

つ
た
こ
と
は
、
詩
の
た
め
に
喜
ば
し

い
こ
と
で
あ
る
」
と
記
す
。
「新
潮
」
と
の

関
係
は
無
名
時
代
に
前
身
の

「新
声
」
の
詩
壇
に
投
稿
し
て
以
来
の
も

の
で
、
「親

戚

つ
き
あ
ひ
」
(『輝
や
か
し
・い
歴
史
』
同
誌
、
昭
三
〇
・四
)
の
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
。

犀
星
は
そ
の

「新
潮
」
が
総
合
雑
誌
や
女
性
誌
に
続

い
て
詩
に
原
稿
料
で
報

い
る

よ
う
に
な

っ
た
こ
と
に
意
義
を
見
出
し
て
い
る
。

俳
句
に
目
を
転
じ
る
と
、
昭
和
二
十
三
年
に

「女
性
ラ
イ
フ
」
か
ら
六
百
八
十

円
が
届

い
た
と
あ
る

(五
月
二
十
二
日
)。
同
年

八
月
号
に

「
夏
日
行
」
と

の
題

で
五
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

(『室
生
犀
星
文
学
年
譜
』
未
掲
載
)。
ま
た
ほ
ぼ
同
時

期
に

「
小
説
新
潮
」
か
ら

「
わ
が
家

の
な
ら

ひ
」
五
句

(九
月
号
)
に
対
し
て

八
百
五
十
円
が
支
払
わ
れ
た

(八
月
十
四
日
)。
千
円
を
要
求
し
た
と
こ
ろ
税
を
引

い
て
届
い
た
額
だ
と
あ
り
、
当
時
、
詩

一
篇
で
得
て
い
た
千
円
が
目
安
と
さ
れ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
そ

の
後
、

二
十
九
年
に

「
夏
め
け
る
」
六
句

(「文
芸
春
秋
」

昭
二
九
.七
)
に

一
万
円

(内
税
千
五
百
円
)
が
支
払
わ
れ
た
際
に
は
、
「俳
句

元
句

が
二
千
円
に
当
る
訳
な
り
」
(同
年
五
月
十
九
日
)
と
記
し
て
い
る
。

昭
和
二
十
年
代
の
犀
星
日
記
に
は
、
こ
の
よ
う
な
原
稿
料

の
推
移
と
と
も
に
、

そ
の
支
払

い
の
遅
延
や
不
払

い
の
様
が
記
さ
れ
て
い
る
。
原
稿
料
の
回
収
難
に
悩

む
作
家

の
た
め
に
取
立
代
理
業
ま
で
出
現
し
た
時
勢
だ

っ
た

(12)。
二
十
三
年
九

月
か
ら
十
月
に
か
け
て
、
「新
生
」
の
原
稿
料
を
め
ぐ
る
騒
動
と
そ
の
顛
末
が
記

さ
れ
て
い
る
。
『巷
に
飼
は
る
』

の
原
稿
を
送

っ
た
の
が
九
月
二
十
二
日
だ

っ
た

が
、
半
月
経

っ
て
も
原
稿
料
が
届
か
な

い
こ
と
に
業
を
煮
や
し
督
促
す
る
と
、
「会

計
で
も
だ
め
だ
、社
長
で
な
い
と
要
領
を
え
な

い
」
と
編
集
者
か
ら
返
事
が
届
く
。

そ
こ
で
原
稿
を
取
り
戻
そ
う
と
打
電
し
、
滞
在
先
の
軽
井
沢
か
ら
息
子
を
差
向
け

る
と
、
二
万
円
の
う
ち
千
円
の
み
を
渡
さ
れ
て
帰

っ
て
く
る
。
原
稿
は
す
で
に
印

刷
所
に
回
さ
れ
た
後
だ

っ
た
と

い
う
。
犀
星
は
即
刻
速
達

で
返
金
す
る
。
結
局
、

原
稿
が
戻

っ
た
の
は
十

元
月
に
入

っ
て
か
ら
だ

っ
た
。

昭
和
二
十
年
九
月
に
青
山
虎
之
助
が
創
業
し
た
新
生
社
は
、
二
十

一
年
に
全
盛



期
を
迎
え
た
後
、
二
十
四
年
に
経
営
難
か
ら
千
五
百
万
円
の
赤
字
と
二
百
三
十
万

の
税
金
滞
納
額
を
残
し
て
閉
鎖
し
た
。
同
社
は
原
稿
料

の
高
さ
で
知
ら
れ
、
昭

和
二
十
年
に

「新
生
」
創
刊
号

へ
の
寄
稿
依
頼
を
受
け
た
荷
風
は

一
枚
百
円
か
ら

二
百
円
と
聞

い
て
、
『断
腸
亭
日
乗
』

に

「物
価

の
暴
騰
文
筆
に
及
ぶ
、
笑
ふ
可

き
な
り
」
と
書

い
て
い
た

(22
)。

一
時
は
十
七
万
部
五
千
部
を
売
上
げ
た
と

い
う

同
誌
は
昭
和
二
十
三
年
十
月
号
を
も

っ
て
廃
刊
と
な

っ
た
。
『巷
に
飼
は
る
』
は
、

こ
の

「新
生
」
廃
刊
前
後

の
混
乱
の
渦
に
巻

き
込
ま
れ
た
の
だ

っ
た
。
漸
く
原
稿

を
取
り
戻
し
た
犀
星
は
、
そ
の
日
の
日
記
に

「原
稿
生
活
の
不
安
定
と

い
ふ
も
の

も
、
永

い
経
験
か
ら
分

つ
て
ゐ
て
も
、
全

く
こ
い
つ
く
ら
ゐ
い
や
な
も

の
は
な

い
、
作
家
の
気
を
く
さ
ら
せ
る
も
の
も
原
稿
料
の
い
き
さ
つ
が
混
淆
す
る
と
き
で

あ
る
」
(十

一
月
十

一
日
)
と
書
き
記
し
て
い
る
。

『巷
に
飼
は
る
』
は
新
生
社
社
員
の
仲
介

で

「自
由
公
論
」

(昭
二
四
.
一
)
に
掲

載
さ
れ
、
前
年
に
政
治
雑
誌
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
同
誌
初
の
小
説
と
な

っ
た
。
原

稿
料
は

一
枚
五
百
五
十
円
だ

っ
た

(二
十
三
年
十

一
月
十
三
日
日
記
)。
日
記
に
は
、

他
誌

へ
の
転
売
と
い
う
点
で
は
、
「小
説
が
か
う

い
ふ
ふ
う
に
宛
然
た
る
商
品
あ

つ
か
ひ
に
さ
れ
る
こ
と
は
不
愉
快
で
あ
る
」
が
、原
稿
料
が
当
初

の
予
定
よ
り

「
せ

り
上
つ
た
」
点
で
は
、
「原
稿
も
商
品
と
変
り
が
な
い
、
別
に
不
愉
快
な
気
が
し

な
い
の
は
変
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
悪
性
イ
ン
フ
レ
と
出
版
不
況

下
に
生
き
る
作
家
犀
星
の
偽
ら
ざ
る
本
音

で
あ

っ
た
。

四

『随

筆

女

ひ
と

』

以

降

昭
和
三
十
年
、
犀
星
は

「新
潮
」
新
年
号
か
ら
六
月
号
に
か
け
て

『随
筆
女
ひ

と
』
を
連
載
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

『幼
年
時
代
』
の
第

一
期
、

『あ
に
い
も
う
と
』

の
第
二
期
に
続
く
、
第
三
の
活
躍
期
が
始
ま
る
。

こ
の
随
筆
の
成
立
の
過
程
を
日
記
に
求
め
る
と
、
前
年

の
十
月
十
七
日
に
同
誌

の
編
集
者
、
小
島
喜
久
江

(千
加
子
)
が
原
稿
の
依
頼
で
訪
れ
て
い
る
。
小
島
の

『作

家
の
風
景
』

(平
二
・六
、
毎
日
新
聞
社
)
に
よ
る
と
、
「女
に
関
す
る
連
載

エ
ッ
セ
ー

を
」
と

い
う

の
が
編
集
長
斎
藤
十

一
の
構
想
だ

っ
た
。
十

一
月
二
十
日
に
初
回
分

の
原
稿
が
渡
さ
れ
、
二
十
九
日
に
原
稿
料
が
届
け
ら
れ
た
。
「連
載
随
筆
・稿
料
税

込
三
万
円
持
参
、

一
枚
千
五
百
円
、
小
説
と
同
額
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
小
説
と

同
額
が
支
払
わ
れ
た
こ
と
に

「新
潮
」
の
期
待
の
大
き
さ
が
示
さ
れ
て
い
る

(%)。

こ
れ
以
降
も
、
十

二
月
二
十
日
に
原
稿
手
交
、
同
月

二
十
四
日
に
原
稿
料

三
万
円

(税
込
)
到
着
、
翌
年

一
月
二
十
日
に
原
稿
手
交
、
同
月

二
十
五
日
に

二
万
五
千
五
百
円
到
着
、
三
月
二
十
三
日
に
原
稿
手
交
、
同
月
二
十
六
日
に
三
万

円

(税
込
)
到
着
、
四
月
二
十
日
に
原
稿
手
交
、
同
月

二
十
八
日
に
同
額
到
着
、

五
月
二
十
日
に
最
終
回
を
手
交
、
同
月
二
十
六
日
に
二
万
五
千
円
が
到
着
、
と
書

き
手
も
出
版
社
側
も
律
儀
な
足
跡
を
残
し
て
い
る

(42
)。

こ
の
随
筆
は
同
年
十
月
に
新
潮
社
よ
り
定
価
百
八
十
円
で
発
行
さ
れ
た
。
初
版

発
行
部
数
は

一
万
部
で
、
犀
星
は

「
こ
ん
な
大
量

の
部
数
が
出
版
元
で
刷
ら
れ
た

こ
と
は
、

い
ま
ま
で
に

一
度
も
な
か
つ
た
。
な
ん
と
か
し
て
売
れ
て
く
れ
れ
ば
い

い
と
思
つ
て
ゐ
る
」
(十
月
十
日
)
と
日
記
に
記
し
た
。
そ
の
後
の
日
記
を
た
ど
る

と
、
増
版

の
検
印
紙
三
千
部
が
届
い
た
の
は
、
月
も
替
わ
ら
な
い
二
十
五
日
だ

っ

た
。
三
日
後
の
二
十
八
日
に
は
さ
ら
に
二
千
部
の
検
印
が
届
く
。
十

一
月
七
日
は



担
当
編
集
者
の
谷
田
昌
平
か
ら
好
調
な
売
行
き

の
報
告
を
受
け
た
。
同
月
十
七
日

に
は
増
版
七
千
部
の
申
入
れ
が
あ
り
、
累
計
二
万
二
千
部
と
い
う
刷
数
に

「
こ
ん

な
大
量
に
売
れ
た
こ
と
は
、
近
年
は
じ
め

て
で
あ
る
」
と
驚
き
を
示
し
て
い
る
。

以
降
、
『室
生
犀
星
書
目
集
成
』

(昭
六

一
・十

一
、
明
治
書
院
)
も
参
照
す
る
と
、

十
二
月
十

一
日
に
五
刷
三
千
部
、
同
月
二
十
二
日
に
六
刷
四
千
部
、
翌
三
十

一
年

二
月
十
四
日
に
七
刷
三
千
部
、
四
月
十
八
日
に
八
刷
三
千
部
、
六
月
二
日
に
九
刷

二
千
部
、
三
十
二
年

二
月
十
五
日
に
十
刷

二
千
五
百
部
の
増
刷

の
申
入
れ
が
あ

っ

た
。
そ
の
た
び
に
犀
星
は
累
計
部
数
を
計
算
し
、
「生
涯

の
著
作
で
こ
れ
ほ
ど
増

版
し
た
も
の
は
、
は
じ
め
て
で
あ
る
」
(
三
十

一
年
二
月
十
三
日
)
と

い
っ
た
率
直

な
思

い
を
記
す
。
ま
た
二
月
八
日
に
は

「
近
く
の
本
屋
で

「女
ひ
と
」
を
買
は
う

と
す
る
と
、
売
切
れ
と

い
ふ
、
う
ち
だ
け
で
も
二
三
十
冊
売

つ
た
と
い
ふ
。
小
さ

な
本
屋
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
増
刷
に
伴
な
う
印
税
収
入
に
関
す
る
記
録
を
日
記
か
ら
列
挙
す
る
と
、

三
十
年
十

一
月
九
日
に
十
八
万
円

(税
込
)
、
十
二
月
九
日
に
九
万
円

(税
込
)、

三
十

一
年

一
月
十
八
日
に
新
潮
文
庫

『室
生
犀
星
詩
集
』
(昭
二
六
・九
初
版
)
の

印
税
と
合
わ
せ
て
七
万
円
余
り
、
二
月
七
日
に
六
版
の
印
税
約
六
万

一
千
円
、
四

月
八
日
に
七
刷
の
印
税
と

『妙
齢
失
は
ず
』
(昭
三

一
・三
、
新
潮
社
)
の
印
税
を
合

わ
せ
て
十
七
万
三
千
五
百
四
十
円

(税
引
)
、
五
月
三
十

一
日
に

『続
随
筆
女
ひ
と
』

(昭
和
三
一
.三
、
新
潮
社
)
の
印
税
と

の
合
計
で
約
九
万
円
を
得
た
と
あ
る
。
予
想

を
超
え
る
事
態
だ

っ
た
た
め
か
、
五
刷
が
四
刷
と
書
き
違
え
ら
れ
、
他
の
著
書
と

合
わ
せ
た
額
の
み
に
と
ど
め
て
内
訳
が
記

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
記
述
を
手
が
か
り
に
補
足
す
る
と
、前
述
の
よ
う
に
十
二
月
九
日
に
「五
千

部
印
税
九
万
円
税
込
」
が
届
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
谷
田
昌
平
の

『回
想

戦
後
の
文
学
』
(昭
六
三
・四
、
筑
摩
書
房
)
に
新
潮
社
で
は
印
税
は
刊
行
後

一
月
し

て
支
払
わ
れ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
十
月
に
出
さ
れ
た
再
版
三
千
部
と
三
刷
二
千

部
と
の
合
計
部
数
と
な
る
。
か
つ
定
価
は
百
八
十
円
な
の
で
、
印
税
率
は

一
割
と

考
え
ら
れ
る
。
全
て
同
率
な
ら
、
十
刷
ま
で
の
累
計
三
万
九
千
五
百
部

の
印
税
総

額
は
七
十

一
万

一
千
円
と
な
る
。

谷
田
は

「犀
星
先
生

の
こ
わ
さ
、
や
さ
し
さ
」
(「室
生
犀
星
全
集
月
報
」

一
四
、

昭
四
三
.
一
、
傍
点
原
文
)
で
、
こ
の
随
筆
集
の
好
評
が
も
と
で
翌
年

『三
人
の
女
』

の
連
載
が
始
ま

っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
『三
人
の
女
』
は

「週
刊
新
潮
」
の
昭
和

三
十

一
年
五
月

一
日
号
か
ら
八
月
七
日
号
ま
で
連
載
さ
れ
た
。
同
年
二
月
二
十
二

日
の
日
記
に
新
潮
社
の
副
社
長
佐
藤
亮

一
か
ら
連
載
小
説
十
五
回
の
執
筆
を
依
頼

さ
れ
た
と
あ
る
。

「週
刊
新
潮
」
は
週
刊
誌
ブ
ー
ム
の
最
中
、
同
年
二
月
に
出
版
社
系
初

の
週
刊

誌
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
。
そ
の
目
玉
と
さ
れ
た
の
が
、
谷
崎
の

『鴨
東
綺
譚
』
だ

つ

た
。
高
橋
呉
郎

『週
刊
誌
風
雲
録
』

(平

一
八
・
一
、
文
春
新
書
)
に
よ
れ
ば
、
「
週

刊
新
潮
」
は
こ
の
連
載
小
説
の
た
め
に

一
枚

一
万
円
と
い
う
破
格
の
原
稿
料
を

支
払

っ
た
と
噂
さ
れ
た
と

い
う
。
し
か
し
、
同
作
は
モ
デ
ル
問
題
の
た
め
三
月

二
十
五
日
号
の
第
六
回
で
中
絶
し
た
。
そ
の
代
役
と
し
て
急
遽
依
頼
さ
れ
た
の
が

犀
星
だ

っ
た
。

日
記
に
戻
れ
ば
、
依
頼
後
、
二
月
二
十
八
日
に
谷
田
と
打
合
せ
、
三
月
六
日

に
再
訪
し
た
彼
に

「尋
ね
て
ゐ
る
男
」
と
題
名
を
伝
え
た
と
あ
る
。
そ
の
月
の

二
十
六
日
に

「尋
ね
る
男
」
二
回
分
四
十
八
枚
の
原
稿
が
渡
さ
れ
た
。
谷
田
は
前



掲

『回
想
戦
後
の
文
学
』
で
、
急
な
依
頼

に
も
関
ら
ず

「大
谷
崎
」
の
後
を
受
け

て
立

っ
た
こ
と
を
犀
星
の
若
々
し
さ
と
と

ら
え
、
依
頼
か
ら

一
月
で
見
事
に
応
え

た
と
す
る
。
「週
刊
新
潮
」
の
編
集
長
は

『随
筆
女
ひ
と
』
の
連
載
を
企
画
し
た

斎
藤
十

一
で
あ
り
、
同
書

の
好
評
が
犀
星
に
白
羽
の
矢
が
立

っ
た
理
由
だ
ろ
う
が
、

そ
れ
だ
け
で
な
く
同
社
と
犀
星
の
長

い
付
き
合

い
が
背
景
に
あ
る
。
さ
ら
に
注
17

で
ふ
れ
た
広
津
和
郎
の
代
理
で
の
執
筆
と

同
様
に
、
不
測
の
事
態
で
も
締
切
ま
で

に
安
定
し
た
出
来
映
え
の
作
品
を
期
待
で
き

る
と

い
う
信
頼
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大

き
か
っ
た
だ
ろ
う
。

改
題
の
時
期
は
不
明
だ
が
、
そ
の
後
も

四
月
二
日
に
第
三
回
の
原
稿
、
同
月
十

日
に
第
四
回
分
、
十
六
日
に
第
五
回
分
と
、

ほ
ぼ

一
週
間
で

一
回
分
の
原
稿
を
着

実
に
書
き
上
げ
る
様
を
日
記
に
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
朝
子

の

『父
室

生
犀
星
』

(昭
四
六
・九
、
毎
日
新
聞
社
)
に
は
、
原
稿
の
紛
失
な
ど
不
慮
の
事
態
を

考
え
た
犀
星
は
娘
に
写
し
を
作
ら
せ
た
と

あ
り
、
細
心

の
注
意
が
払
わ
れ
た
こ

と
が
窺
え
る
。
「週
刊
新
潮
」
同
年
四
月
八
日
号
に
は

『随
筆

続
女
ひ
と
』
(昭

三
一
・三
、
新
潮
社
)
の
著
者
を
訪
ね
る
記
事

が
写
真
入
り
で
掲
載
さ
れ
、
ま
も
な

く
連
載
が
始
ま
る

『三
人
の
女
』
の
著
者
と

そ
の
作
風
を
紹
介
す
る
こ
と
に
な

っ

た
。四

月
十
日
に
こ
の
小
説
の
最
初
の
原
稿
料
を
受
取

っ
た
犀
星
は
、
そ
の
日
の
日

記
に

「「週
刊
新
潮
」
「
三
人
の
女
」
稿
料
三
回
分
税
引
十
八
万
四
千
円
う
け
と
る
。

一
枚
三
千
円
、

い
ま
ま
で
小
説
稿
料
で
は

一
枚
三
千
円
の
こ
れ
が
最
高
で
あ
る
」

と
記
し
て
い
る
。
こ
の

一
枚
三
千
円
は

「新
潮
」
か
ら
小
説
で
得
て
い
た
額
の
二

倍
に
相
当
す
る
。
こ
れ
以
後
、
四
月
三
十
日
に
四
回
か
ら
六
回
ま
で
の
原
稿
料
と

し
て
十
八
万
三
千
五
百
円
を
受
取
り
、
五
月
二
十
三
日
に
も
十
八
万
三
千
円
が
届

け
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
犀
星
日
記
は
、
『随
筆
女
ひ
と
』
の
爆
発
的
な
売
上
と

『三
人
の
女
』

に
よ
る
小
説
の
原
稿
料
の
最
高
額
、
と

い
う
新
潮
社
と
の
結
び
つ
き
か
ら
復
活
を

果
た
す
作
家
の
姿
を
伝
え
て
締
め
括
ら
れ
る
。
同
年
十

一
月
十
九
日
か
ら
は
『杏

っ

子
』
の
連
載
が

「東
京
新
聞
」
夕
刊
で
始
ま
り
、
人
気
は
さ
ら
に
不
動
の
も
の
と

な
る
。
犀
星
は
二
年
後
の
三
十
三
年
、
前
掲
し
た
佐
藤
春
夫
と
の
対
談

「文
学
者

と
は
」
で
、
震
災
後
と
当
時
の
原
稿
料
収
入
と
を
比
較
し
、
「
今
の
ぼ
く
は
二
千

円
な
り
二
千
五
百
円
な
り
と

つ
て
、
そ
の
ほ
う
が
ず

つ
と
楽
だ
ね
」
と
発
言
し
て

い
る
。
大
正
十
三
年
に
作
家
の
原
稿
料
は
高
す
ぎ
る
と
問
題
提
起
し
た
佐
藤

(%)

が
、
「昔
十
五
円
も
ら
つ
た
と
き
の
ほ
う
が
あ
り
が
た
か

つ
た
」
と

い
う
の
と
は
、

反
対
の
と
ら
え
か
た
だ

っ
た
。
佐
藤
に

「室
生
ブ
ー
ム
の
起
つ
て
い
る
ブ
ー
ム
の

中
心

の
人
間
が
言
う
こ
と
」
と
揶
揄

さ
れ
て
も
、
「ブ
ー
ム
の
起
ら
な
い
前
で
も

そ
う
だ
」
と
し
て
前
言
を
翻
す
こ
と
は
な
か

っ
た
。

こ
れ
ま
で
確
か
め
て
き
た
よ
う
に
、
犀
星
は
長
年
に
わ
た

っ
て
日
記
を
通
し
て
、

複
数
の
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
原
稿
料
が
描
く
軌
跡
を
み

つ
め
て
き
た
。
「
ブ
ー
ム

の
起
ら
な

い
前
で
も
そ
う
だ
」
と
い
う
言
葉
に
も
、
浅
薄
な
印
象
で
語
ら
れ
る
こ

と
を
良
し
と
せ
ず
、
事
実
に
基
づ
き
正
確
に
語
ろ
う
と
す
る
思

い
が
表
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
ま
た
、
晩
年
に
な

っ
て
花
形
作
家

の
位
置
に
鮮
や
か
に
返
り
咲

い
た
の
は
、

単
に
ブ
ー
ム
に
乗

っ
た
だ
け
で
は
な

い
、
と

い
う
出
版
界
の
激
動
の
中
を
生
き
抜

い
て
き
た
作
家
の
自
信
と
気
迫
に
満
ち
た
言
葉
で
も
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

と

い
う
の
も
、
犀
星
は
原
稿
料
こ
そ
文
士
と

い
う
も
の
の
根
本
に
関
わ
る
も
の



と
考
え
て
い
た
。
昭
和
二
十
四
年
の
日
記

で
印
税
の
支
払

い
の
遅
延
を
め
ぐ

っ
て
、

「文
士
と

い
ふ
も

の
に
は
文
人
気
質
と

い
ふ
も

の
が
昔
か
ら
あ

つ
た
も

の
だ
が
、

そ
れ
が
今
ど
き
支
払
ふ
本
屋
に
も
そ
の
考

へ
が
あ
り
、
文
士
も
ま
た
す
ぐ
あ
き
ら

め
て
か
か
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
は
日
本
流
に
い
つ
て
か
な
り
美
事
な
瘤
疾
で

あ
る
ら
し
い
」
(四
月

一
日
)
と
記
し
、
文
士
と
は
金
銭
に
は
恬
淡
で
あ
る
べ
き
だ

と

い
う

「文
人
気
質
」
を
出
版
界
が
利
用
し
、
作
家
も
ま
た
そ
れ
を
安
直
に
受
け

入
れ
る
風
潮
を
皮
肉
る
。
こ
う
し
た
風
潮

に
あ
く
ま
で
疑
義
を
呈
し
、

い
や
し
く

も
筆

一
本
で
立

つ
文
筆
家
は
原
稿
料
や
印
税
の
取
り
扱
い
を
軽
ん
じ
て
は
な
ら
な

い
と
す
る
の
が
犀
星
の
立
場
だ

っ
た
。

福
永
武
彦
は

「文
士
の
本
懐
」
(「室
生
犀
星
全
集
月
報
」

一
四
、
昭
三
八
・
一
)
で
、

依
頼
原
稿
が
掲
載
さ
れ
ず
原
稿
も
返
却
さ
れ
ず
困

っ
て
い
た
時
に
、犀
星
か
ら
「文

士
た
る
も
の
が
原
稿
を
頼
ま
れ
な
が
ら
原
稿
料
を
貰

へ
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
あ
り

得
な
い
。
載
る
載
ら
な

い
に
拘
ら
ず
、
取
る
も

の
は
取
る
べ
き
だ
」
と
助
言
さ
れ

た
と
回
想
し
て
い
る
(%)。
交
渉
の
上
、三
分

の

一
に
相
当
す
る
額
を
受
取

っ
た
が
、

そ
の
結
果
を
聞
い
た
犀
星
は

「私
な
ら
さ
う

い
ふ
時
は
全
部
取
る
」
と
言
い
切

っ

た
と

い
う
。
福
永
は
こ
の
厳
し
さ
こ
そ
ま
さ
に

「文
士
の
心
得
」
だ
と
す
る
。
犀

星
日
記

の
記
録
は
こ
う
し
た
厳
し
さ
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。

注
-

他
に

『庭
を
造
る
人
』
(昭
二
・六
、
改
造
社
)
収
録
の

「震
災
日
記
」
等
の
よ
う
に

犀
星
自
身
が
発
表
し
た

「日
記
」
も
あ
る
。

2

こ
の
言
葉
は
荒
正
人

が

「
漱
石
文
学

の
物

質
的
基
礎
」

(『
文
芸
読
本
夏

目
漱
石
』
昭

五
〇
.六
、
河
出
書
房
新
社
)

で
漱

石
文
学
を
経
済
的
観
点

か
ら
論
じ
た
際

に
用

い
た
。

3

犀
星

は

『
弄
獅
子
』

(
昭

二

・六
、
有
光
社

)
等

で
繰
返

し

「
売
文
家
」

と
自

己
規

定
す
る
。

4

『泥
雀

の
歌
』

で
は
大
正

二
年
と
さ

れ
て

い
る
が
、
実

際
は
大
正
四
年

の
こ
と
だ

っ
た

(
『室
生
犀
星
文
学
年
譜
』

等
参
照
)
。

5

た
と
え
ば
人
力

車
に
感
激
し

た
作

家

に
菊
池
寛

が
お
り
、
推
挙

と

い
う

ケ
ー
ス
に
は

漱
石
山
房
で
樗
蔭

の
知

遇
を
得

た
芥

川
龍
之
介

、
坪
内
逍

遙

の
紹
介

で

『貧
し
き
人

々

の
群
』

(大

五

,九
)
を
発
表
し
た
宮
本
百
合
子
、
谷
崎
潤

一
郎

の
推
薦

で

『李
太
白
』

(大
七

・七
)
を
発
表
し
た
佐
藤
春
夫
ら

が

い
る
。

6

西
村

春
江

「
父

・
滝

田
樗

蔭

の
思

い
出

」

(「
中
央
公
論

」
昭
六

〇
・七

)
に
よ

る
と
、

字

野
千
代
は
当
時
勤

め
て

い
た
料
理
店

を
訪
れ
た
樗
蔭

に
原
稿
を
直
接
渡

し

て
認
め

ら
れ
た
と

い
う
。

7
、
8
前
掲

『私

の
履
歴
書
』

9

「
文
学
者
と
は
」
「
群
像
」
昭
三
三

・七
。

10

「
東
京
社
よ
り

「
歳
子
」
稿
料
百
六
十

六
円
来

る
。
」

(二
月

十
五
日
)
、
「
婦
人
之
友
よ

り
百
円
稿
料
来
る
」
(
三
月

五
日
)
、
「改
造
社

よ
り

二
十
円
稿
料
来

る
」
(三
月
十
九
日
)

と
あ
る
。
順
に

『歳
子

の

一
族
』
(「
婦
人
画
報
」
同
年

四
月
号

)
の
約
三
十
六
枚
分
、
『母
』

(同
年

四
月
号
)

二
十
四
枚
分
、
随
筆

『春
碧
』

(「
女
性
改
造
」

四
月
号
)

五
枚

分
と

考
え

ら
れ
る
。

11

昭
和

四
年

一
月
十
三
日
受

領

の

「
ア
ル
ト
」
か
ら

の
原
稿
料
は

「変
貌

の
時
」

「硝

子

戸

の
中
」

(同
年
九
月

号
)
、
同
年

三
月
十
六
日
受
領

の

「
若
草
」

か
ら

の
原
稿
料

は

「く

ろ
が
ね
の
扉
」

「恋
愛

す
る
」

(同
年
五
月
号
)
に
対
す
る
も

の
と
そ
れ
ぞ
れ
推
測

さ
れ
る
。

B

室
生
朝
子
編

『室
生
犀
星
句
集
　

魚
眠
洞
全
句
』
(昭
五
二
・
一
一
、
北
国
新

聞
社

)
や

『室

生
犀
星
文

学
年
譜
』

に
未

掲
載
。
犀
星

の
揮
毫

が
福
原
路
草

の
写
真
と
と
も

に
同
年

五
月
号
を
飾

っ
て
い
る
。

13

「
「
文
章

倶
楽
部

」
原
稿
料

九
枚
参

十
六

円
落
手
、
「
若
草

」
稿
料

八
枚
参

十

二
円
落



手
」

(昭
和

四
年

一
月
二
十
九
日
)
、
「
「
中
央
公
論
」

に
随
筆

三
十
九
枚
を
と

ど
け
る
。

二
百
三
十

八
円
落
手
」

(同
年

五
月

二
日
)
、
「新

潮
か
ら
雑
文
稿

料
四
十
円
送
り
来
る
」

(
昭
和

六
年

二
月

一
日
)
、
「
「
改
造
」
随
筆
稿
料
百

二
十

一
円

五
十
銭

入
手
」

(同
年
四

月

十
日
)
と
あ

る
。
順

に
『旅

に
て
』
(「
文
章
倶
楽
部
」
昭
四

・二
)
、
『俳
道
雑
話
』
(「
若
草
」

昭
四

・三
)
、

『時
流
と
古
代
』

(「
中
央
公
論
」

昭
四

・七
)
、

『侠
客
風
な

い
ね
子
さ
ん
』

(「
新
潮
」
昭
六

・三
)
、

『チ

ャ
ッ
プ
リ

ン
雑
記
』

(「
改
造
」
昭
六

.五
)
を
さ
す
。

14

六
円

は

「新

潮
」

の
原
稿

料

で
最
高

額
だ

っ
た

が
、
犀

星

の

『秋
声
考

』

(「
昭
和
文

学
全
集
月
報
」

一
一
、

昭
二
人
・
四
)
に
よ
れ
ば
五
円
に
引
下
げ
ら
れ
た
と

い
う
。

同

随
筆
発
表

の
約
十

五
年
前

の
こ
と

と
あ
る
。
編
集

の
楢

崎
勤
か

ら

「
あ
な
た

の
原
稿

料

が
最
高

で
六

円
で
す
が
、
徳

田
さ
ん
に
は

お
気

の
毒

に
も

五
円
な
ん

で
す
。
社

で

も

一
円
つ

つ
下

げ
る
意
向
が
あ

る

の
で
此
際
あ

な
た
も
五
円

に
し
て

い
た
だ
け

な

い

で
せ
う

か
」
と
申

入

れ
ら
れ
、
「
秋
声

さ
ん

が
五
円
な

ら
喜

ん
で
五
円

に
下
げ

ま
せ

う

」
と
応

じ
た
と

い
う
。
楢

崎
は

「
犀
星
素

描
」

(「
室
生
犀
星

全
集
月
報

」
三
、
昭

三
九

・八
)

で
、

こ
れ
は

「新
潮
」

の
赤
字
を
埋

め
る
策

で
、
原
稿

料

の

一
円

の
値

下

げ
は
、
犀
星

の
位
置

に
あ

る
作
家

に
と

っ
て
も
容
易
な
ら

な

い
こ
と
だ

っ
た
と
当
時

の
原
稿
料

の

一
円

の
重

み
を
強
調
す

る
。

15

『値
段

の
明
治
大
正
昭
和
風
俗
史
』

(昭
和

五
六

・
一
、
朝
日
新
聞
社
)

に
よ
る
。

16

こ
の
頃

の
新
聞
小
説

『唇
も
さ
び
し
く
』
(
「西
日
本
新
聞
」
昭
二
三
・
六

・
一
～
八

・
一
〇
)

は
、

一
回
三
枚

で
千
円
だ

っ
た

(四
月
三
十
日
等
)
。
同
年
七
月

二
十
九

日
に
は

『眼

界
』

(「
別

冊
文
芸
春

秋
」

昭

二
三
・
一

一
)

三
十
枚

で

一
万

八
千
円
を

得

る
。

一
枚

六
百
円
と
な

る
。

日
記

の
上
で
最
初

に

一
枚

千
円
を
得
た

の
は

『で
は
娘

よ
』

(「
改

造

」
昭
二
四

・六
)
と
確
認
さ

れ
る
。

五
十

六
枚

で
五
万
六
千
円
を
受

取

っ
た

(同
年

五
月
十
六

日
)
。

二
十
六
年

八
月
四

日
に
は
同
じ

「
改
造
」

か
ら

『誰
が
屋
根

の
下
』

四
十

二
枚

(昭

二
六

・九
)

で
五
万

円
を
得

て
、

一
枚

千
五
百
円
で

二
割

の
税
引

の
見

当
か
と
試
算
し

て
い
る
。

π

昭
和

二
十

七
年

に

「
中

央
公

論
」

に

こ

の
額

を
希

望
す

る
と
、
千

三
百

円

と
回
答

が
届

き
、
「
嘗

て
最
高

の
稿
料
を
支

払

つ
た

の
も

中
央
公
論

だ

つ
た
」
と

隔
世

の
感

を
露

わ

に
し

て

い
る

(三

月

二
十
六

日
)
。
「
新

潮
」

に
は

一
枚

千

二
百
円

と

の
依

頼

に
千

五
百

円
を
希

望

し

て
受

入

れ
ら

れ
、

『厭

寿
』

三
十
枚

(
昭

二
八
、
二
)

で

四
万
五
千
円

(税
込

)
を
得
た

(
二
十
七
年

十
二
月

二
十
八
日
)
。
「
他

が
み
な
そ

れ

以
上

に
な

つ
て
ゐ
る
か
ら
、
純
文

雑
誌

で
も

さ
う
し

て
も

ら
は
な

い
と

こ
ま
る

の
で

あ
る
」
と
記
し
て

い
る
。
「
文
学
界
」

に
も
当

時
同
誌

の
最
高
額
は
千
三
百
円
だ

っ
た

の
を
同
様

の
申
入
れ
を
し
、

『貝
殻
川
』

(
昭

二
八

・四
)

四
十

四
枚
を

五
十
枚
と
勘
定

し

て
五
万
三
千
九
百
円
が
支
払
わ

れ
た

(二
十
八
年

一
月

二
十

八
日
)
。
犀
星

は
こ

の

特
別

な
配
慮

は
、

『餓
人
伝
』

(昭

二
六
・
五
)

『生
身

死
身
』

(
昭
二
七

・七
)
等

同
誌

に
寄

せ
た
小

説

の
完
成

度

の
高

さ

に
よ
る
と
自

信
を

の
ぞ

か
せ

て

い
る
。
「
中
央

公

論
」
で
も

『
そ
の
∴
人

の
も

の
』
(昭

二
八

・
四
)
で
三
十

八
枚
分
五
万
七
千
円

(税
込
)

と

同
様

の
待
遇
が
と

ら
れ
た
。

こ
れ
は
広
津
和
郎

の
代
理

で
三
日
間

で
書
き

上
げ
た

た
め
、
謝
礼
と
し

て
別

に

一
万
円

が
贈

ら
れ
た

(
二
十
八
年
三
月
四
日
)
。

18

「
「
小
説
新
潮
」

六
万
四
千
円
と
ど
く
、

一
枚

二
千
円

の
割
。
小
説
稿
料
と
し

て
は

「婦

人
朝

日
」

に
次
ぐ

も

の
な
ら
ん
」

(五
月
二
十

二
日
)
、
「
「文
芸
春
秋
」

(愛
情

の
殺
意
)

稿
料
七
万

六
千
五
百
円
、
電
報

為
替

に
て
と
ど
く
。

一
枚

二
千

三
百
円

の
割
。
」

(
九

月

二
十

四
日
)
と
あ

る
。
前

者
は

『病
蛍
』

(「
別
冊

小
説
新
潮
」

昭
二
九

・七
)
、

後

者
は

『愛
情

の
殺
意
』

(
「文
芸
春
秋

」
昭
二
九

・
一
一
)
を
、
ま

た

「婦
人
朝

日
」

の

原
稿
と
あ

る
の
は

『妙
齢
失

は
ず
』

(昭

二
九

・八
～

三
〇

・
一
二
)
を
さ

す

。
「
「
婦
人

朝

日
」

の
新
延
修

三
来
訪
、

一
年
間

連
載
小

説
依

頼
、
稿
料

一
枚

二
千
五

百
円
。
承

諾
す
」

(
同
年

三
月

十
日
)
と

記
さ
れ
、
七
月
六

日
に

一
回
分
六
万
円

(税

込
)
を
受

取

っ
て
以
降
、
翌
年

十

一
月
ま

で
ほ
ぼ
毎
月

原
稿

料
を
受
取

っ
た

こ
と

が
記
録
さ
れ

て

い
る
。

19

前

者
は

「約
束
」
(
「別
冊
文
芸
春
秋
」
同
年
五
月
号

)、
後
者

は

「ポ

ロ
」
(同
年
七
月
号
)

を
さ
す
と
思
わ
れ
る
。

20

二
十
七
年

四
月

十

二
日

に
は

「
装
苑
」

か
ら

も
同
じ

一
篇

一
万
円

で
依

頼
を
受
け

た

と
あ
る
。
こ
れ
は
同
誌
同
年
七
月
号

の

「哀

婢
伝
」

の
こ
と
と
推
定

で
き

る

(
『室

生

犀
星
文
学
年
譜
』

未
掲
載
)。

趾

「東
京
日
日
新
聞
」
昭
和

二
十
四
年
四
月
九
日

の
記
事
を
参

照
し
た
。

22

『
回
想

の
新
生
ー
あ

る
戦
後
雑
誌

の
軌
跡
1
』

(昭
四
八

・九
、

「新
生

」
復
刻
編
集

委



員
会
)

に
よ
る
と
、

「新

生
」
創
刊
時
、
原
稿
料

の
相
場

は

一
枚
二
、
三
円
だ

っ
た
が
、

同
誌

で
は
評
論
が

一
枚
最
低

三
十
円
、
小
説

な
ら
五
十
円
、

百
円
を
支
払
う
と

い
う

の
で
出

版
関
係
者

の
間
に
衝
撃

が
は
し
り
、

二
十
二
年
頃

に
は
荷

風

や
谷
崎

に

一
枚

千
円
を
支
払

っ
た
と
噂

さ
れ
た
。
新
生
社

や

「新
生
」

に

つ
い
て
は
同
書

の
他
、
「
東

京
日
日
新
聞
」
昭
和

二
十

四
年

五
月

七
日

の
記
事
等

を
参

照
し
た
。

23

当
時
、
「
新
潮
」
か
ら
犀
星

の
小
説
に

一
枚
千
五
百
円
が
支
払
わ
れ
て

い
た
こ
と
は
、
『紙

幣

の
伝
説
』
(昭
三
〇

・
四
)
三
十
枚

が
四
万
二
千
円

(税

抜
、
同
年
二
月
十
八
日
)
、
『舌

を
噛
み
切

つ
た
女
』
(昭
三

一
・
一
)
三
十
枚
が
四
万
五
千
円

(同
年

十

一
月
二
十
六
日
)

と

い

っ
た
事
例
か
ら
確
か

め
ら

れ
る
。

24

二
月
が
抜
け

て
い
る
の
は
、
「新

潮
」
が
四
月
号

で
創
刊
六
百
号
を
迎
え

た
た
め
。

こ

の
記
念
号

で

『随

筆
女

ひ
と
』

は
休

載
し
、
犀
星

は

『紙
幣

の
伝

説
』

と

『輝

か
し

い
歴
史
』

を
寄
稿

し
た
。

25

『
三
十

分
程
』

「女

性
改
造
」
大
正

二
二
・六
。

26

円

地
文
子

は

「軽

井
沢

で

の
縁
」

(
「
室
生

犀
星
全
集

月
報
」

二
、

昭
三
九

・五
)

で
、

「先
生

は
よ
く
私
に
原
稿
料

の
金
額

を
話
さ
れ

て
、
新
聞
に
書
く
場
合
な
ど

で
も

は
じ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

め
に
ち
や
ん
と

そ
う

い
う

こ
と
は
決

め
て
置
く

べ
き

だ
と
教
え

て
下
さ

つ
た
。
原
稿

を
書

く
こ
と

は
文

学
者

の
生

命
な

の
だ
か
ら
、
そ
れ

に
よ

つ
て
得

る
報

酬
も
な
お
ざ

り

に
考
え

て
は

い
け
な

い
と

い
う

お
考
え

だ

つ
た
」

(傍
点
原
文
)
と
回
想
す
る
。
ま

た
同
人
誌
時
代

よ
り
犀
星

に
師
事
し

て
き

た
葉

山
修
平
は

「
わ
が
内
な

る
室
生
犀
星
」

(「
室
生
犀
星
研
究

」

一
、
昭
六

〇
・
二
)
で
、
犀

星
か
ら

「
印
税
や
原
稿
料
が
は

っ
き

り
と

口
に
で
き
、
何

の
た
め
ら

い
も
な
く
取
定

め
ら
れ
て
始
め

て

一
人
前
に
な
れ

る
」

と
教
わ

っ
た
と
述

べ
て

い
る
。

※

本
稿
は
平
成
十

八
～

二
十
年
度
科
学

研
究
費
基
盤
研
究

(
B
)

「出
版
機
構

の
進
化

と
原
稿
料
に

つ
い
て
の
総
合
的
研
究
」
(
1
8
3
2
0
0
4
1

)
に
よ
る
成
果

の

一
部
で
あ
る
。


